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遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

九景川 集落

縄文時代

弥生時代

古墳時代

奈良・

平安時代

鎌倉時代

室町時代

自然河道、ピット、土坑

土坑、井戸、土静憎

竪穴住居、掘立柱建物

自然河道、土坑他

掘立柱建物、自然河道

掘立柱建物、貝塚、

土坑

祭祀土坑

縄文土器     石器

弥生土器     5霧罵

土師器      雪魯豊ぞ発召逸塁

須恵器、土師器   石製品、墨書土器、
赤彩土師器    漆付着土器

土師質土器    鉄器、銭貨、土製品、
輸入陶磁器    獣骨他

蘇貿縁蕩霞    銭貨

縄文時代晩期の自然河道

弥生前期の上澪槍か ?

弥生後期の井戸から割物桶が出土

古墳時代中期前半の良好な集落

水辺における土器祭祀

8世紀～ 9世紀前半の掘立柱建物を多数検出

大形建物あり

自然河道中から多量の遺物出土

地銀と思われる祭祀土坑を検出

要 約

本書は平成 17年度に実施した出_T市九景川遺跡の調査成果を収録している。当遺跡は出雲平野の南麓に位置する縄文時代から近世に至る複合遺跡

である。当遺跡の調査では、出雲平野では数少ない古墳時代中期前半の集落跡が良好な状態で確認され、竪穴住居 掘立荘建物とともに集落内を縦
貫する小河川における祭祀遺構を検出し、当該期の集落景観を知る上で貴重な資料を得た。奈農時代～平安時代初期の集落では大形建物を合む多く

の掘立柱建物を検出し、F出雲国風土記』記載の滑狭郷の実像を知る上で重要である。また、鎌倉時代の集落跡では掘立柱建物の他、小規模ながら当

該期では稀な貝塚を検出し、当該期の食生活 漁掛に関する基礎的データを得ることができた点も注目される。総括では遺跡の変遷をまとめるとと
もに、主として古墳時代中期前半の上器群及び古代の集落について若子の考察を試み、現状での課題を指摘した。
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